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報道関係者 各位                                      ＜配信枚数２枚＞ 

立命館守山高等学校（滋賀県守山市、校長：寺田佳司）は、滋賀県の姉妹都市であるアメリカ・

ミシガン州の高校生たちと、これからの日米関係について考える日米高校生協働成果発表会を、 

2 月 4 日（土）にオンラインで開催いたします。 

 

ロシアのウクライナ侵攻や中国による台湾有事の可能性、北朝鮮のミサイル発射等、緊迫する国

際情勢の情報は、メディアを通して生徒たちに伝わる機会が増えました。そのような中、本校では外

交や日本の防衛について興味関心を持つ生徒が増えてきています。 

 

本プロジェクトは、緊迫する国際情勢の中、安全保障条約を結ぶアメリカとどのような関係を構築

するべきなのかをテーマとしています。本校高校生 10 人と、アメリカのミシガン州・アテンズ高校とトロ

イ高校の高校生 11 人が、半年かけて沖縄の米軍基地に関する議論を中心に毎月 1 回の学習会

を継続してきました。2022 年 12 月には、本校高校生が沖縄県を訪問し、米軍基地について、賛否

両方の立場に立つ現地の方々の声を聞くといったプログラムも実施しています。 

今回の発表会では、日米の高校生たちがこれまで議論してきた内容を披露し、未来を担う生徒た

ちが向き合うべきことは一体何なのかについて、参加者のみなさまと考える機会を作りたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

以上 

本リリースの配布先： 草津市政記者クラブ、守山市政記者クラブ 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館守山中学校・高等学校 担当：吉本（国際部主任） 

TEL. 077-582-8000 

日 時 

方 法 

内    容 

：

：  

：  

2023 年 2 月 4 日(土)9：00～10：30   

オンライン配信（Zoom） 

別紙をご覧ください。  

申込 URL ：  https://forms.gle/dCjYbHV2tZm6Zget7 

対    象 ：  どなたでもご参加いただけます（申込締切 2 月 2 日（木）17 時） 

日米の高校生でこれからの日米関係について考える 
「Shiga-Michigan Assembly Project For Youth 第 6 期 Okinawa Peace Study」 

日米高校生協働成果発表会 開催 
  日  時：2023 年 2 月 4 日（土）9:00～10:30 

   開催方法：オンライン配信（Zoom） 

 



別紙 

■当日のスケジュール 

9:00～9:08 Opening、来賓紹介 

9:10～9:20 グループ①発表「Noise Pollution」 

9:20～9:30 グループ②発表「Economic Problems」 

9:30～9:45 グループ③発表「Environmental problem」 

9:45～9:55 グループ④発表「Why Okinawa? History and relations」 

9:55～10:05 グループ⑤発表「How Okinawa people feel about Military Bases」 

10:05～10:15 休憩 

10:15～10:30 来賓コメント 

 

■本プロジェクトのこれまでの取り組み状況 

①オンライン会議 

 2022 年 9 月から半年間、月に 1 度、日本とアメリカを繋ぎ、3 校でオンライン会議を実施しました。 

 オンライン会議では、米軍基地を含めた沖縄の諸課題について、日米の生徒が日々ディスカッシ 

ョンを繰り広げました。また、廣野美和・立命館大学グローバル教養学部教授による特別講義では、 

国籍や性別、年齢など異なる価値観を尊重し、多様性を受け入れる重要性を高校生らは学びまし 

た。 

 

②沖縄での平和研修（2022 年 12 月） 

 3 泊 4 日の沖縄平和研修を行いました。現地では、米軍基地に対する賛成派、反対派の市民の

方々のお話や同世代の大学生たちとのディスカッション、そして米軍基地で働いているアメリカ軍の

方などからお話を伺いました。 

 

■Shiga-Michigan Assembly Project For Youth とは 

新型コロナウイルスの影響により、滋賀県の姉妹都市であるアメリカ・ミシガン州との学生交流の機会

がこの間全て中止となっています。次世代を担う若者たちの貴重な国際交流の機会がコロナによっ

て奪われることはあってはなりません。そこで 2020 年度より、ウィズコロナ・ポストコロナを見据えた新

たな交流として、JTAM（ミシガン州日本語教師協会）と連携し、滋賀県で英語を学ぶ生徒・学生とミ

シガン州で日本語を学ぶ学生とのオンライン交流プロジェクト（Shiga-Michigan Assembly Project 

for Youth／SMAP for Youth）がスタートしました。本校ではパイロット校として参加をしてから、今回

で６期目となり、すでに日本・アメリカから 100 名以上の生徒たちが参加をしているプログラムとなりま

す。 


